
                                

 

                                                          

  
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

様式① 

 

児童生徒の実態や体力・運動能力調査等
から明らかになった課題 

学校教育目標の具現化 

基本的な生活習慣の確立と体力の向上 

生涯にわたって運動に親しむ態度の醸成【運動・スポーツの好きな生徒の増加】 

達成目標 

 
 

 

 全校生徒２３１名９学級（令和８年３月現

在）の中規模校である。東広島ニュータウン

と地元２地域の３地域で構成される。９割が

団地内で近距離の徒歩通学である。 

 

学 校 の 状 況 
 

 

①学校全体での取組 

・学校教育全体計画に体力つくりを位置づけ、体力を運動面・健康面・精神面等の多面的から捉

え、「体力」「健康」をキーワードにつながりを意識する。 

・「する」「見る」「支える」「知る」の視点を大切にし、関心を高める。 

・「体力」について、総合的な学習の時間との往還を図り、カリキュラム・マネジメントを行う。 

②保健体育科での取組 

・保健体育科として、年間指導計画に基づき、体つくり運動を充実させるとともに種目の特性に応じ

たものや課題である体力要素に対する補強運動を通年的に実施する。 

③体育的な行事の充実 

・体育的な行事を充実させることにより、主体的に運動に取り組む姿勢を身に付けさせる。 

 

 

 

① ７９％の生徒が、運動部活動や地域スポーツ

クラブに所属している。（内男子87％，女子68％） 

② ７８％の生徒が週に 3 日以上運動を実施し

ている。（昨年度より１ポイント向上） 

③ ８３％の生徒が朝食を毎日摂っている。 

④ ９６％の生徒が毎日６時間以上睡眠をとっ

ている。 

以上の結果から概ね生徒の運動・食事・睡眠と

いった生活習慣は確立されているといえる。 

児童生徒の運動・生活習慣の実態 

○男子 
全体的に高い数値である。２年生「ハンド

ボール投げ」種目において、全国かつ県平均
値未満であった。 
○女子 
全体的に数値が向上しており、高い水準で

ある。他の項目と比べると「ハンドボール投
げ」「50m走」について課題である。 
☆全体分析 

 筋パワー・スピード・巧緻性について、通
年的に取り組むことで、向上が期待できる。 

広島県体力・運動能力，運動習慣等
調査結果との比較から 

取組事項 

 

９９％の生徒が体力は必要だと考えており、

体力向上に価値を見出している。 

運動が好きな生徒が多く、運動に親しむ習慣

を持っているが、積極的に運動を実施する生徒

と運動不足の生徒の二極化がみられる。 

体育授業では、技術面だけでなく「知識」を

積極的に取り入れることや、自分で運動計画を

立てさせる活動を通して、運動を苦手と感じて

いる生徒でも無理なく運動を実施できるように

する。「運動に親しむ態度」や「主体性」を育む

ことで二極化の改善を図る。 

課題である体力要素（筋パワー・スピード・

巧緻性）について、通年的に取り組む。補強運

動の取組（内容・方法）を、自然と体力要素が

身に付くよう工夫する。年２回（春・冬）測定

を実施し、個人内評価を大切にし「できた」を

実感させる。 

体育授業のみならず他教科や学校行事や部活

動など「つながり」を意識させるとともに、体

力を多面的に捉え、体力・運動能力を向上させ

る取組を充実させることが必要である。 

 

 

 

・校長、教頭、保健体育科の教員で適宜体力の向上に関して、生徒の実態を把握し、計画の見

直し及び取り組みの充実を図る。 

・体力つくりについて、「目的」「実態」「取組」を全教職員に周知し、カリキュラムマネジメン

トの確立を図る。 

・チームで取り組む「体力つくり」 

体 制 

 

 

・体力が向上し、運動に対する意欲が高まる。 

・教科横断的な学びにつながる。 

・主体的な態度が醸成され、生涯にわたり豊かなスポーツライフの実現につながる。 

・「一所懸命」「粘り強く」「やり切る」力が身に付く。→ 学校教育目標の具現化と自己実現 

期待される効果 

東広島市立高美が丘中学校 
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【体育科・保健体育科】   

 

体つくり運動 

 

 

 

陸上競技 

 

 

 

 

ダンス 

 

 

球技 

 

 

 

 

 

 

体つくり運動 

 

 

 

 

球技 

 

 

≪運動教室≫ 

 

 

球技 

 

 

 

陸上競技（長距離走） 

武道 

【教科外】 

 
食指導 

 

 

 

 

 

                                     

  

  

≪体育大会≫への 

取り組み 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪団対抗球技大会≫ 食育指導 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な学習の時間 

  

≪駅伝大会≫への 

取り組み 

【日常生活等】   県選手権予選大会 呉賀茂地区選手権大

会 

県選手権大会 

中国・全国大会 

 秋季大会 呉賀茂地区新人大会  

【家庭・地域との連携】          

 

結果分析・計画立案 

計画に基づき実施 
新体力テストの実施 
結果分析 

Plan 

評価 

見直し・次年度の計画 

Do Check Action Check 

見直しと改善計画の立案 

計画に基づき実施 

Plan Do Action 

・学校教育目標の具現化  

・基本的な生活習慣の確立と体力の向上 

・生涯にわたって運動に親しむ態度の醸成【運動・スポーツの好きな生徒の増加】 

 

達成目標 

東広島市立高美が丘中学校 

様式② 

年間を通して、種目に応じた 

補強運動を継続的に実施する。 

個人の目標値を設定させ

た体力測定の実施。 

リーダーを中心に自分た

ちで行事を創りあげる体

験をさせる。 

部活動懇談会で保

護者と連携 

中学生に必要な食事 

パフォーマンス発揮につ

ながる食生活 

部活動では各部で目標を設定し、身につけさせる体力を明確にして取り組む。 

環境整備作業 体力の変化・体育的

活動の様子等を発信 

≪縦割り活動≫ 

次世代リーダーの育成 

地域課題に対する取組。 

対象（幼児・高齢者） 

運動を多面的・多角的に捉え 

運動に親しむ態度を醸成する。 

運動教室への参加 

・地域センター 

・フレーベル幼稚園 

校内駅伝大会 

・フレーベル幼稚園 

〈家庭科〉リクエスト給食 

栄養バランスのとれた献立

を考える 

キャリア教育月間 


